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平
成
20
年
度
は
『
集
中
改
革
プ
ラ
ン
』
を
基
本
に
、
更
な
る
行
財

政
改
革
に
取
り
組
み
な
が
ら
各
種
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、

一．

決
算
規
模
は

歳
入：

六
十
六
億
三
千
七
百
五
十
六

万
円
（
平
成
19
年
度
六
十
五
億
七
十
六

万
円
　
前
年
度
比
一
億
三
千
六
百
八
十

万
円
／
２
・
１
％
増
）

歳
出：

六
十
六
億
九
千
百
九
十
四
万

円
（
平
成
19
年
度
六
十
七
億
二
千
七
百

五
十
二
万
円
　
前
年
度
比
三
千
五
百
五

十
八
万
円
／
０
・
５
％
減
）

平
成
20
年
度
は
町
税
、
普
通
交
付
税

の
増
、
小
集
落
地
区
改
良
事
業
借
換
債

等
の
増
加
に
よ
り
町
債
の
増
加
、
前
年

度
に
引
き
続
き
職
員
給
与
等
の
削
減
及

び
退
職
者
不
補
充
等
に
よ
り
、
歳
入
は

２
・
１
％
の
増
、
歳
出
は
０
・
５
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

二．

決
算
収
支
等
は

歳
入
歳
出
差
引
が
△
五
千
四
百
三
十

八
万
円
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す

べ
き
財
源
二
千
二
百
六
万
円
を
差
し
引

い
た
実
質
収
支
は
七
千
六
百
四
十
四
万

円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
が
増

加
し
歳
出
が
減
少
し
た
た
め
単
年
度
収

支
は
２
年
連
続
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た

が
、
累
積
赤
字
を
解
消
す
る
ま
で
に
は

い
た
ら
ず
、
依
然
厳
し
い
決
算
状
況
で

す
。

平
成
20
年
度
決
算
報
告

■平成20年度一般会計決算額 

平成20年度 

平成19年度 

平成18年度 

66億3,756万円 

65億0,076万円 

62億4,801万円 

歳　入 

66億9,194万円 

67億2,752万円 

67億0,855万円 

歳　出 

△5,438万円 

△2億2,676万円 

△4億6,054万円 

差　引　額 

△7,644万円 

△2億2,991万円 

△4億6,146万円 

実質収支額 

1億5,347万円 

2億3,155万円 

△3,314万円 

単年度収支額 

2,206万円 

315万円 

92万円 

翌年度へ繰越 

平成20年度 

決算 決算 のあらまし 
平
素
は
、
町
行
政
に
対
し
ま
し
て
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
月
の
こ
の
頁
に
、
先
の
議
会
で
承
認
い

た
だ
き
ま
し
た
平
成
20
年
度
の
決
算
報
告
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
皆

様
に
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
事
が
ご
ざ
い
ま

す
。既

に
新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
、
皆
様
も
ご

存
知
か
と
思
い
ま
す
が
、
上
牧
町
は
こ
の
決

算
で
「
早
期
健
全
化
団
体
」
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
実
質
公
債
費
比
率
が
法
律
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
た
基
準
値
を
超
え
た
と
い
う

こ
と
で
い
わ
ゆ
る
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
を
掲
示

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
夕
張
市
の
よ
う
に

「
財
政
再
生
団
体
」
と
は
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
様
に
な
る
こ
と
は
、
機
会
あ

る
毎
に
皆
様
に
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
と
お
り
、
町
が
借
り
て
い
る
お
金
の

返
済
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
た
め
に
表
れ
た
現

象
で
、
こ
れ
に
対
す
る
対
応
と
し
て
、
平
成

18
年
度
に
策
定
い
た
し
ま
し
た
集
中
改
革
プ

ラ
ン
を
推
進
し
、
皆
様
の
ご
心
配
、
ま
た
ご

不
便
を
早
期
に
取
り
除
く
た
め
に
努
力
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
「
財
政
健
全
化
計
画
」
を
策

定
し
て
更
に
財
政
の
健
全
化
を
は
か
り
、
二
、

三
年
以
内
に
脱
却
を
図
る
所
存
で
す
。

町
財
政
は
皆
様
に
色
々
と
ご
辛
抱
願
っ
て

お
り
ま
す
お
か
げ
で
、
少
し
づ
つ
好
転
の
兆

し
も
見
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

皆
様
の
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
を
あ
ず
か

る
も
の
と
し
て
、
今
後
も
さ
ら
に
努
力
を
重

ね
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
お
約
束
し
て
い
ま
す
、
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
直
ぐ
に
で
も
開
い
て
、
直
接

皆
様
方
と
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
予

定
で
し
た
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
予
防

の
た
め
、
町
の
諸
行
事
を
中
止
し
て
い
る
関

係
上
、
来
年
一
月
中
旬
か
ら
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
町
財
政
へ
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

上
牧
町
長

今
　
中
　
富
　
夫
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決算 「
財
政
健
全
化
計
画
」を

策
定
し
、

平
成
22
年
度
決
算
で
の

財
政
の
健
全
化
を

目
指
し
ま
す
。

広
報
か
ん
ま
き
（
本
年
７
月
号
）

や
上
牧
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
で
に

お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
平
成
20
年

度
決
算
が
確
定
し
た
結
果
、
平
成
19

年
に
公
布
さ
れ
た
「
地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

（
い
わ
ゆ
る
健
全
化
法
）」
に
基
づ
き
、

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
比
率
（
い
わ
ゆ
る
４
指
標
）
」

の
う
ち
実
質
公
債
費
比
率
が
早
期
健

全
化
基
準
以
上
と
な
り
（
下
表
参
照
）、

平
成
22
年
３
月
ま
で
に
「
財
政
健
全

化
計
画
」
を
策
定
し
、
財
政
の
健
全

化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
こ
の
計
画
に
つ
い
て
は
、

策
定
で
き
次
第
、
広
報
か
ん
ま
き
と

上
牧
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

町
民
の
皆
様
に
詳
し
い
内
容
を
報
告

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

上牧町の「地方公共団体の財政の健全化に関する比率」　【平成20年度決算】 （単位：％） 

※１ 　連結実質赤字比率は、黒字であるため「 － 」と表記しています。 
※２ 　平成22年度決算で、基準をクリアできるように目指します。 

上　牧　町 

早期健全化基準 

財政再生基準  

実質赤字比率 

1.5

14.95

20.0

連結実質赤字比率 

-

19.95

40.0

実質公債費比率 

26.4

25.0

35.0

将来負担比率 

306.0

350.0

※1 ※2

Q
A&&

町
民
の
皆
様
の
ご
心
配
や 

疑
問
に
お
答
え
さ
せ
て 

い
た
だ
き
ま
す
。 

Q
１
　
上
牧
町
も
、
夕
張
市
と
同
じ
よ
う
に
財

政
再
生
団
体
に
な
る
の
？  

A
１
　
上
牧
町
は
健
全
化
法
で
い
う
早
期
健
全

化
団
体
で
、
財
政
再
生
団
体
に
な
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
財
政
状
況
が
悪
い
と
い
う
点
で
は

違
い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
１９
年
２
月
に
作
成

し
た
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
町
税
な
ど
の

徴
収
強
化
、
総
人
件
費
の
抑
制
等
に
よ
り
財
政

の
健
全
化
を
進
め
て
お
り
、
早
期
に
健
全
化
で

き
る
よ
う
に
今
後
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。  

 Q
2
　
ど
の
ぐ
ら
い
で
、
早
期
健
全
化
基
準
を

ク
リ
ア
で
き
る
の
？  

A
2
　
現
在
の
計
画
で
は
、
平
成
２３
年
度
決
算

で
基
準
を
ク
リ
ア
で
き
る
見
込
み
で
す
が
、
更
な

る
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
平
成
２２
年
度
決
算

で
基
準
を
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う
に
目
指
し
ま
す
。

  Q
3
　
税
金
や
公
共
料
金
な
ど
は
値
上
げ
す
る
の
？

A
3
　
平
成
２２
年
３
月
ま
で
に
策
定
す
る
「
財

政
健
全
化
計
画
」
に
は
値
上
げ
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。
で
き
る
限
り
町
民
の
方
々
に
こ
れ
以
上

の
ご
負
担
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
健
全
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

◎
地
方
交
付
税
と
は
…
 

　
全
国
の
地
方
自
治
体
が
、
平
等
に
事
務
が
 

　
で
き
る
よ
う
に
　
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
。
 

◎
町
債
と
は
…
 

　
町
が
資
金
調
達
す
る
た
め
の
借
入
金
。
 

◎
公
債
費
と
は
…
 

　
借
り
入
れ
た
町
債
の
返
済
金
（
利
息
と
元
金
）
。
 

◎
扶
助
費
と
は
…
 

　
各
福
祉
法
な
ど
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
る
費
用
。
 

◎
繰
出
金
と
は
…
 

　
一
般
会
計
か
ら
、
補
助
の
た
め
に
特
別
会
計
な
ど
に
支
払

　
い
さ
れ
る
も
の
。
 

◎
一
般
会
計
と
は
…
 
 

　
町
の
中
心
と
な
る
行
政
運
営
の
基
本
的
な
経
費
を
網
羅
し

　
て
計
上
し
た
も
の
。
 
 

◎
実
質
赤
字
比
率
と
は
…
　
 
 

　
一
般
会
計
等
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字
額
の
標
準
的
な
収

　
入
に
対
す
る
比
率
で
す
。
 
 

◎
連
結
実
質
赤
字
比
率
と
は
…
 
 

　
公
営
企
業
会
計
を
含
む
町
全
て
の
会
計
を
対
象
と
し
た
実

　
質
赤
字
額
又
は
資
金
の
不
足
額
の
標
準
的
な
収
入
に
対
す

　
る
比
率
で
す
。
 
 

◎
実
質
公
債
費
比
率
と
は
…
 
 

　
町
の
一
般
会
計
等
が
負
担
す
る
元
利
償
還
金
及
び
準
元
利

　
償
還
金
の
標
準
的
な
収
入
に
対
す
る
比
率
で
す
。
言
い
換

　
え
れ
ば
、
借
入
金
（
町
債
）
の
返
済
額
及
び
こ
れ
に
準
じ
る

　
額
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、
資
金
繰
り
の
程
度
を
示
す
指

　
標
と
も
い
え
ま
す
。
 
 

◎
将
来
負
担
比
率
と
は
…
 
 

　
土
地
開
発
公
社
や
損
失
補
償
を
行
っ
て
い
る
出
資
法
人
等

　
に
係
る
も
の
も
含
め
、
町
の
一
般
会
計
等
が
将
来
負
担
す

　
べ
き
実
質
的
な
負
債
の
標
準
的
な
収
入
に
対
す
る
比
率
で

　
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
町
の
一
般
会
計
等
の
借
入
金
（
町
債
）

　
や
将
来
支
払
っ
て
い
く
可
能
性
の
あ
る
負
担
等
の
現
時
点

　
で
の
残
高
を
指
標
化
し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性

　
の
度
合
い
を
示
す
指
標
と
も
い
え
ま
す
。
 

【
用
語
の
説
明
】
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特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、
町
の
通
常
の
経

費
と
分
け
て
、
そ
の
経
費
を
賄
う
の
が
特
別
会
計

で
す
。

上
牧
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
か
か
る
経
費

を
賄
う
「
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
」、
老
人
医
療

に
か
か
る
経
費
を
賄
う
「
老
人
保
健
特
別
会
計
」、

介
護
保
険
に
か
か
る
経
費
を
賄
う
「
介
護
保
険
特

別
会
計
」、
下
水
道
事
業
の
経
費
を
賄
う
「
下
水
道

事
業
特
別
会

計
」、
特
定
地

区
の
住
宅
資

金
を
融
資
す

る
事
業
に
か

か
る
「
住
宅

新
築
資
金
等

貸
付
事
業
特

別
会
計
」、
後

期
高
齢
者
医

療
に
か
か
る

経
費
を
賄
う

「
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会

計
」
の
六
つ

の
特
別
会
計

が
あ
り
ま
す
。

平
成
20
年

度
の
決
算
額

は
表
の
と
お

り
で
す
。（
単

位：

万
円
）

歳　入 歳　出　　 差引額

国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

住宅新築資金等貸付事業特別会計

後期高齢者医療特別会計

下水道事業特別会計

介護保険特別会計（保険事業勘定）
（介護サービス事業勘定）

229,497

17,639

1,132

16,820

59,762

101,930
607

234,755

16,812

1,108

16,496

58,888

99,045
377

△5,258

827

24

324

874

2,885
230

上
牧
町
の
公
営
企

業
と
し
て
水
道
事
業

が
あ
り
ま
す
。
こ
の

水
道
事
業
は
独
立
採

算
で
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
こ
の

経
費
を
賄
う
の
が
水

道
事
業
会
計
で
す
。

決
算
は
収
益
的
収

支
と
資
本
的
収
支
に

分
け
ら
れ
、
収
益
的

は
経
営
状
況
を
、
資

本
的
は
建
設
投
資
の

状
況
を
そ
れ
ぞ
れ
表

わ
し
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
度
の
決

算
額
は
表
の
通
り
で

す
。（
単
位：

万
円
）

区 分 収入額 支出額 差引額

収益的収支 49,519 46,917 2,602

資本的収支 1,458 11,051 △9,593

特

別

会

計

水
道
事
業
会
計

歳　入 

歳　出 
諸収入など　1億8,328万円 

消防費　2億9,093万円 

土木費　3億4,348万円 

分担金・使用料など 
3億1,513万円 

町債 
4億8,970万円 

国県支出金 
6億0,810万円 

衛生費 
5億6,962万円 

補助費など 
6億1,746万円 

繰出金 
6億9,890万円 

扶助費 
5億4,207万円 

物件費・維持補修費 
8億2,880万円 

教育費 
6億2,993万円 

総務費 
6億7,886万円 

地方譲与税など　3億1,639万円 

 

 

町税 
22億5,747万円 

 

 

地方交付税 
24億6,749万円 

 

民生費 
16億4,624万円 

 

公債費 
21億8,829万円 

 

公債費 
21億8,829万円 

人件費 
14億6,679万円 

議会費・農林水産業費・労働 
費・商工費　1億1,467万円 

前年度繰上充用金　 
2億2,992万円 

普通建設事業費　1億1,822万円 

前年度繰上充用金 
2億2,992万円 

投資・出資・貸付・積立金 
149万円 

自
主
財
源
 

投
資
的
経
費
 
一
般
行
政
経
費
 

義
務
的
経
費
 

依
存
財
源
 

町
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
 

源
。
全
体
の
４
割
程
度
で
す
。
 

国
や
県
の
決
定
で
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
や
町
債
な
ど
。
歳
入
の
６
割
が
、
国
や

県
の
決
定
に
左
右
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

目的別 性質別 

歳出を見るときは、目的ごとに区分した
ものと、性質ごとに区分したものの２種
類の構成グラフがあります。 

将
来
残
る
施
設
な

ど
に
か
か
る
経
費
 

行
政
運
営
上
の

一
般
的
な
経
費
 

そ
の
支
出
が
、
義
務
づ
け
ら
れ
、
任
意
に
は

削
減
で
き
な
い
経
費
。
こ
の
割
合
が
増
え
る

と
、
財
政
は
硬
直
化
し
て
し
ま
い
ま
す
。
 

■平成20年度歳入歳出決算 
　平成20年度の一般会計歳入歳出決算の内訳は、下のグラフのとおりです。 
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※万円単位以下は端数切捨て 

■基金の内訳 

■財政健全化判断比率（％） 

■町債の状況（平成20年度末現在高）  

財政調整基金 

区　　分 財政再生基準 健全化基準 比率 

20.0014.951.50

40.0019.95-

35.025.026.4

-350.0306.0

健全化基準 比率 

20.00
資金剰余 

備　考 

資金剰余 

-

-

実質赤字比率 

連結実質赤字比率 

資金不足比率 

水道事業会計 

下水道事業特別会計 

実質公債費比率 

将来負担比率 

一般会計 0円 134億0,988万円 

住宅新築資金等貸付事業 

下水道事業 

水道事業会計 

合　　　　　　計 

5,555万円 

45億5,727万円 

1億6,391万円 

181億8,661万円 

減債基金 3,214万円 

公共施設整備基金 114万円 

その他の基金 839万円 

住宅新築資金等貸付事業基金 2,782万円 

国民健康保険財政調整基金（※） 0円 

介護給付費準備基金 4,137万円 

介護従事者処遇改善臨時特例基金 870万円 

長寿社会福祉基金 1,736万円 

合　　　　　　　計 13,692万円 

一
般
会
計
 

特
別
会
計
 

平成20年度　主な取組事業 

総務費 

 土地開発公社補助事業   1,000万円 

土地開発公社欠損金に対する補填金を支出しました。 

消防費 

防災対策事業  270万円 

　防災倉庫を設置し、備蓄物資（かんぱん、ブルーシー 

ト、簡易トイレ、多機能ラジオライト）の充実を図るこ 

とで災害に備えました。 

教育費 

非常放送設備事業  772万円 

　上牧小学校・上牧第2小学校・上牧中学校において火 

災報知器と全館のスピーカーを連動することで、緊急時 

に対応できるよう取組みました。   

公債費 

公債費適正化事業   ２億5,880万円 

　公的資金補償金免除繰上償還制度を利用し、過去の高 

金利借入をした事業債を低金利の縁故資金に借換をする 

ことで公債費を抑制しました。 

下水道費 

公共下水道事業    8,612万円 

　南上牧・松里園・五軒屋地区の整備工事を実施しまし 

た。なお、平成20年度で南上牧・松里園地区の整備を完 

了しました。 

流域下水道事業    1,635万円 

　処理場設備の更新及び増加する汚水流入に対処するた 

め、機器・施設の増設を行いました。 

学校備品購入事業   185万円 

　上牧第2小学校において児童の下駄箱を整備しました。 

民生費 

後期高齢者医療費負担金   １億1,975万円 

特別会計及び県広域連合への負担金を支出しました。 

衛生費 

健康増進事業   580万円 

　健康の維持増進のため、各種検診と健康相談などの 

保健事業を行いました。 

静香苑環境施設組合負担金   4,880万円 

３町合同斎場「静香苑」に運営経費を支出しました。 

土木費 

住環境整備事業（小規模住宅地区等改良事業） 498万円 

　道路等整備を行うことで、住みよい町づくりを推進し 

ました。 

防災警報器設置事業   201万円 

　町営住宅及び改良住宅へ火災報知器を設置しました。 

塵芥処理事業    １億6,648万円 

　資源の再利用とごみの減量化を推進し、一般廃棄物の 

処理に取組みました。 

学童保育運営事業・延長保育促進補助金   1,705万円 

　長時間保育を必要とする生徒（児童）を対象に保育を 

行い、子どもたちの健全な育成に努めました。 
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10
月
７
日
（
水
）
、
２
０
０
０
年
会

館
で
、
町
内
の
市
民
グ
ル
ー
プ

「
刷
新
か
ん
ま
き
」
が
「
住
民
参

加
基
本
条
例
」
の
勉
強
会
を
開

き
ま
し
た
。

講
師
に
奈
良
女
子
大
学
の
沢

井
勝
さ
ん
を
招
い
て
の
勉
強
会

に
は
約
六
十
名
の
か
た
が
参
加

し
て
、
講
師
の
言
葉
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
住
民
と
行
政
が
協
働
で
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

た
め
の
も
の
で
、
地
方
公
共

団
体
が
定
め
る
条
例
の
中
で

は
最
高
規
範
の
条
例
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民

が
作
る
住
民
参
加
の
条
例
で

す
が
、
同
時
に
住
民
の
責
任

も
大
き
く
、
少
し
で
も
こ
の

条
例
を
理
解
し
よ
う
と
勉
強

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

「
刷
新
か
ん
ま
き
」
で
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ

く
り
、
さ
ら
に
調
査
・
研
究

を
を
す
す
め
、
上
牧
町
で
の

制
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

安井弘邦さん

上
牧
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の

皆
さ
ん
が
21
年
度
シ
ル
バ
ー
奉
仕
の
日
に
「
社

会
奉
仕
活
動
」
を
行
な
い
ま
し
た
。

10
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
正
午

ま
で
、
会
員
七
十
五
名
の
か
た
が
た
が
、
役
場

下
の
道
路
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
空
缶
や
ご
み
拾

い
と
日
頃
、
事
務
所
と
し
て
使
用
し
て
い
る
２

０
０
０
年
会
館
付
近
の
清
掃
や
同
館
の
窓
ガ
ラ

ス
拭
き
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
町
民
の
皆
さ
ん
に
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

ま
た
会
員
自
身
の
意
識
の
高
揚
と
会
員
同
士
の

交
流
の
た
め
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

全国表彰

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

社

会

奉

仕

安
井
弘
邦
さ
ん
（
桜
ヶ

丘
三
丁
目
在
住
）
が
警
察

庁
長
官
か
ら
全
国
表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

安
井
さ
ん
は
永
年
に
わ

た
り
地
域
安
全
活
動
に
尽

力
さ
れ
、
安
全
で
安
心
な

街
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た

こ
と
か
ら
今
回
の
受
賞
の

栄
誉
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

住
民
グ
ル
ー
プ
が
勉
強
会

住

民

参

加

条

例
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税
滞
納
の
差
押
さ
え
を
強
化

差
押
さ
え
の
話
し
（
一
問
一
答
）

Ｑ

「
い
き
な
り
差
押
さ
え
を
さ
れ
た
、
あ
ん
ま
り

で
は
な
い
か
」
と
言
わ
れ
る
か
た
が
い
ま
す
。

A

税
（
料
）
は
、
納
期
内
納
付
が
原
則
で
す
。

地
方
税
法
に
は
、
督
促
発
送
日
か
ら
10
日

を
過
ぎ
れ
ば
差
押
さ
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
上
牧
町
で
は
、
督
促
後
も
催
告
書

な
ど
を
送
付
し
た
う
え
で
差
し
押
さ
え
を
行
っ
て

い
ま
す
。

納
付
相
談
の
機
会
は
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

町
税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
納
付
に
関
す
る
相
談
は
、
早
い
目
に
徴

収
課
へ
。

▼
問
合
先

徴
収
課
　

役
場
内
線
１
２
５
・
１
５
５
番
　

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

（
予
約
制
）
を
開
催

県
と
十
一
市
五
町
で
は
、
多
重
債
務
を
対
象

と
す
る
相
談
会
を
弁
護
士
会
、
司
法
書
士
会
、

法
テ
ラ
ス
と
共
同
で
実
施
し
ま
す
。
借
金
問
題

は
必
ず
解
決
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
相
談
を
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ

12
月
６
日
（
日
）
午
後
１
時
か
ら
４
時

奈
良
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
県
庁
北
側
）

12
月
７
日
（
月
）か
ら
９
日
（
水
）・
11
日
（
金
）

午
後
１
時
か
ら
４
時
　
奈
良
県
高
田
総
合

庁
舎
（
大
和
高
田
市
役
所
北
側
）

12
月
12
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
４
時

奈
良
県
橿
原
文
化
会
館
（
近
鉄
八
木
駅
北
側
）

▼
申
込
方
法

12
月
１
日
か
ら
奈
良
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

０
７
４
２
ー
27
ー
０
６
２
１

―
―
11
月
の
予
定
―
―

第
一
保
育
所
で
は
、
子
育
て
家
庭
の
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
と
き

11
月
６
日
（
金
）

「
お

部
　
屋
　
で

遊
　
ぼ

う
」

”身
近
な
素
材
を
使
っ
て

好
き
な
お
も
ち
ゃ
を

作
り
ま
し
ょ
う
“

●
と
き

11
月
19
日
（
木
）

「
絵
　
を

描
　
こ

う

！
」

”絵
か
き
う
た
と
美
し
い
絵
あ
わ
せ

ふ
き
絵
を
造
っ
て
み
ま
し
ょ
う
“

●
と
き

12
月
１
日
（
火
）

「
ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
も
う
」

”歌
、
楽
器
で心

も
か
ら
だ
も
は
ず
ん
で
“

▼
問
合
先

第
一
保
育
所

76
ー
１
０
０
０

町
主
催
の
各
種
行
事
中
止
し
ま
す

皆
様
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
感
染
が
、
全
国
各
地
に
拡
大
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

本
町
も
、
多
く
の
方
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
・

各
種
行
事
の
開
催
は
、
日
常
生
活
以
上
に
感
染

拡
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
町
民
皆
様
方
の

健
康
確
保
と
感
染
防
止
の
た
め
、
今
後
予
定
し

て
お
り
ま
す
左
記
の
諸
行
事
を
中
止
す
る
こ
と

と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

11
月
３
日
ま
で

文
化
祭
展
示
・
発
表

11
月
３
日
　
ペ
ガ
サ
ス
フ
ェ
ス
タ
・
イ
ベ
ン
ト

11
月
中
　
人
権
教
育
地
区
別
懇
談
会

こ
れ
以
外
の
諸
行
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

後
の
感
染
状
況
を
見
な
が
ら
判
断
い
た
し
ま
す
。

文
化
祭
お
茶
券
・
試
食
券

払
い
戻
し
し
ま
す

文
化
祭
中
止
の
た
め
、
既
に
販
売
し
ま
し

た
お
茶
券
（
二
百
円
）
・
試
食
券
（
三
百
円
）

の
払
い
戻
し
を
致
し
ま
す
。

▼
と
　
き

11
月
10
日
ま
で
の
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で

▼
と
こ
ろ

中
央
公
民
館

▼
問
合
先

中
央
公
民
館

76
ー
３
６
１
０

さ
わ
や
か
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
中
止
し
ま
す

例
年
11
月
に
実
施
し
て
い
ま
す
会
長
杯
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
と
さ
わ
や
か
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
伴
い
感
染
予
防

の
た
め
今
年
度
は
中
止
し
ま
す
。

▼
問
合
先

社
会
教
育
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

78
ー
０
１
１
８
（
月
曜
日
休
館
）

上
牧
町
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
の
新
規
指
定
と

指
定
事
項
変
更

上
牧
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
（
指

定
工
事
業
者
）
に
次
の
業
者
を
新
た
に
指
定

し
ま
し
た
。

・
新

規

指

定

㈱
北
野
水
道
工
業
所
　

大
阪
府
羽
曳
野
市
東
阪
田
１
１
１
の
４
　

０
７
２
ー
９
５
８
ー
２
６
７
４

・
所
在
地
変
更

須
賀
建
設
㈱

上
牧
町
桜
ヶ
丘
３
丁
目
１
番
11
号
　

改
め
　
香
芝
市
白
鳳
台
２
丁
目
22
番
７
号
　

78
ー
３
６
６
６

▼
問
合
先

上
水
道
課

76
ー
４
５
９
９

奈
良
県
林
野
火
災
消
火
訓
練

上
牧
町
消
防
団
な
ど
が
参
加
し
て
林
野
火

災
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。
自
由
に
見
学

で
き
ま
す
の
で
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き

11
月
24
日
（
火
）

午
前
９
時
30
分
か
ら

▼
と
こ
ろ

広
陵
町
竹
取
公
園

▼
問
合
先

総
務
課

役
場
内
線
２
２
６
番

定
額
給
付
金
の
申
請
受
付
は

終
了
し
ま
し
た

定
額
給
付
金
の
申
請
受
付
は
10
月
５
日

（
月
）
で
終
了
し
ま
し
た
。

期
限
後
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

地
域
活
性
課
　

役
場
内
線
２
３
４
番

★
未
納
の
か
た
へ
の
納
付
を
強
化
す
る
為
、

11
月
よ
り
役
場
内
に
町
税
等
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
戸
別
に
電
話
連
絡
な
ど

を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
至
急
納
付
下

さ
い
。

０
７
４
５
ー
76
ー
１
０
０
７
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奈
良
県
母
子
家
庭
自
立
支
援
給

付
金
（
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
）

母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん
の
資
格
取
得
を
応

援
す
る
た
め
、
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
資
格
の
取
得
を
お
考
え
の
か
た
は
、
今

す
ぐ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

母
子
家
庭
の
母
で
、
対
象
資
格

の
取
得
の
た
め
、
養
成
機
関
で
二
年
以
上

の
就
業
が
必
要
な
か
た
（
所
得
制
限
あ
り
）

▼
対
象
資
格

看
護
師
・
介
護
福
祉
士
・
保

育
士
・
理
学
療
養
士
・
作
業
療
養
士

▼
支
給
期
間

修
学
中
の
全
期
間
（
平
成
24

年
３
月
31
日
ま
で
に
修
学
を
開
始
さ
れ
る
か
た
）

▼
支
給
額

月
額
十
四
万
一
千
円
（
課
税
世

帯
は
半
額
）

事
前
相
談
が
必
要
で
す
。

▼
問
合
先

福
祉
課
　

役
場
内
線
１
４
４
番

来
年
度
入
所
の

保
育
園
児
募
集

来
年
度
の
保
育
所
入
所
園
児
を
募
集
し
ま

す
。

▼
入
所
基
準

保
育
所
へ
入
所
で
き
る
基
準
は
、
児
童

の
保
護
者
（
同
居
の
親
族
）
の
い
ず
れ
も
が

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
、

児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

・
共
働
き
を
し
て
い
る
か
た
。

・
保
護
者
が
、
日
中
居
宅
内
で
児
童
と
離
れ

て
日
常
の
家
事
以
外
の
労
働
を
し
て
い
る

か
た
。

・
母
親
が
妊
娠
中
か
出
産
後
ま
も
な
い
か
た
。

・
保
護
者
が
病
気
で
あ
っ
た
り
心
身
に
障
害

の
あ
る
場
合

・
長
期
に
わ
た
る
疾
病
や
、
心
身
に
障
害
の

あ
る
か
た
の
看
護
を
常
時
し
て
い
る
場
合

・
そ
の
他
、
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合

▼
対
　
象

本
年
９
月
30
日
以
前
に
生
れ
た
乳
幼
児

▼
募
　
集

各
年
齢
若
干
名

（
保
育
所
に
よ
り
人
数
が
異
な
り
ま
す
）

▼
受
付
期
間

11
月
２
日
（
月
）
か
ら
30
日
（
月
）
ま
で

▼
受
付
場
所

役
場
福
祉
課
、
各
町
立
保
育
所
、

慈
光
保
育
園
、
西
大
和
黎
明
保
育
園

▼
問
合
先

福
祉
課
　

役
場
内
線
１
４
４
番

西
和
消
防
署
よ
り
の
お
願
い

西
和
消
防
署
で
は
、
秋
季
火
災
予
防
運
動

（
11
月
９
日
〜
15
日
）
行
事
の
一
環
と
し
て
、

七
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
お
宅
へ
の

防
火
訪
問
を
行
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
や
火
の
取
り
扱
い
の
注

意
、
使
用
さ
れ
て
い
る
暖
房
機
器
の
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
を
通
し
て
、
皆
さ
ん
と
お
話
し
を
さ
せ
て

頂
く
な
か
で
、
消
防
に
対
す
る
理
解
と
防
火
意

識
を
高
め
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
訪
問
戸
数
が
大
変
多
い
た
め
、
場
合

に
よ
っ
て
は
訪
問
期
間
が
11
月
下
旬
頃
ま
で
ず

れ
込
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
訪
問
で
お
会
い
で
き
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
電
話
に
よ
り
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
先

西
和
消
防
署
　

73
ー
１
０
０
１（
内
線
２
５
２
）

全
国
一
斉
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
開
設

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
を
は
じ
め
と

し
て
職
場
な
ど
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
・
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
女
性
の
人
権

に
関
わ
る
問
題
全
般
に
つ
い
て
、
人
権
擁
護
委

員
の
中
の
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
委
員
が
次

の
と
お
り
無
料
・
秘
密
厳
守
で
電
話
相
談
に
応

じ
ま
す
。

▼
と
　
き

11
月
15
日
（
日
）
か
ら
21
日
（
土
）

ま
で
の
平
日
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
７

時
ま
で
と
土
、
日
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
。

▼
対

象

県
内
在
住
の
女
性

▼
相
談
員

奈
良
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
男

女
共
同
参
画
社
会
推
進
委
員
（
人
権
擁
護
委
員
）

サ
サ
ユ
リ
の
球
根
を
配
布

「
笹
ゆ
り
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
in
か
ん
ま
き
」

の
会
場
を
飾
る
町
の
花
サ
サ
ユ
リ
を
育
て
て

い
た
だ
け
る
か
た
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

球
根
・
鉢
・

土
の
セ
ッ
ト
で

11
月
初
旬
に
配

布
し
ま
す
。
ご

希
望
の
か
た

は
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

上
牧
町
在
住
の
か
た
で
一
軒
の
お
家
か
ら

一
人
の
み
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
で
。

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切

一
世
帯
に
つ
き
二
鉢
配
布
し
ま
す
。
予
定

数
の
一
五
〇
組
に
達
し
次
第
締
切
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
残
り
五
十
組
と
な
り
ま
し

た
。「
笹
ゆ
り
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
in
か
ん
ま
き
」

の
終
了
後
は
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
の

我
が
家
の
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
と
し
て
、
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
活
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

※
多
数
申
し
込
み
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

▼
申
込
先

〒
６
３
９
ー
０
２
０
５

上
牧
町
下
牧
６
ー
１
ー
23

花
と
緑
の
会
　
高
木
智
栄
子

土
地
取
引
に
は
届
出
が
必
要

届
出
の
提
出
期
限
は
契
約
締
結
日
か
ら

二
週
間
以
内
で
す
。

国
土
利
用
計
画
法
で
は
適
正
で
合
理
的

な
土
地
利
用
の
確
保
を
図
る
た
め
、
土
地

取
引
の
届
出
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

☆
届
出
が
必
要
な
土
地
の
面
積

・
市
街
化
地
域
　
　
　
　
二
、
〇
〇
〇
㎡

・
市
街
化
調
整
区
域
　
　
五
、
〇
〇
〇
㎡

・
都
市
計
画
区
域
外
　
一
〇
、
〇
〇
〇
㎡

▼
問
合
先

奈
良
県
資
源
調
整
課

０
７
４
２
ー
27
ー
８
４
８
７

▼
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

電
話
番
号

０
５
７
０
ー
０
７
０
ー
８
１
０

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
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働
く
人
と
家
族
の
健
康
相
談

あ
な
た
の
健
康
ー
電
話
で
ア
ド
バ
イ
ス

▼
内
　
容

・
健
診
結
果
や
内
容
に
つ
い
て
の
相
談

・
健
康
や
病
気
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ
と

産
業
医
が
電
話
で
お
答
え
し
ま
す
。（
無
料
）

こ
の
事
業
は
奈
良
労
働
局
委
託
事
業
で
す
。

▼
と
　
き

毎
月
第
四
火
曜
日
　
午
後
２
時

か
ら
４
時
ま
で
。（
祝
祭
日
を
除
く
）

▼
問
合
先

葛
城
地
域
産
保
険
セ
ン
タ
ー

（
葛
城
地
区
医
師
会
内
）

23
ー
２
４
３
１

犯
罪
被
害
給
付
制
度

犯
罪
被
害
に
あ
わ
れ
た
か
た
・
ご
遺
族
の
か
た
へ

「
犯
罪
被
害
給
付
制
度
」
と
は
、
故
意
の
犯
罪

行
為
に
よ
り
不
慮
の
死
を
と
げ
た
犯
罪
被
害
者
の

遺
族
や
重
傷
病
、
障
害
と
い
う
重
大
な
被
害
を

受
け
た
犯
罪
被
害
者
の
か
た
に
対
し
て
、
国
が

給
付
金
を
支
給
し
、
そ
の
精
神
的
・
経
済
的
打

撃
の
緩
和
を
図
り
、
再
び
平
穏
な
生
活
を
営
む

事
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
も
の
で
す
。

犯
罪
被
害
給
付
金
と
は
、

＊
「
遺
族
給
付
金
」

亡
く
な
ら
れ
た
犯
罪
被
害
者
の
第
一
順

位
遺
族
の
か
た

＊
「
重
傷
病
給
付
金
」

加
療
一
か
月
以
上
で
入
院
三
日
以
上
を

要
す
る
負
傷
や
疾
病
（
精
神
的
疾
患
は
加

療
一
か
月
以
上
で
三
日
以
上
労
務
に
服
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
程
度
の
疾
患
）
を
負

っ
た
犯
罪
被
害
者
本
人

＊
「
障
害
給
付
金
」

法
令
に
定
め
る
程
度
の
障
害
（
障
害
等
級

第
一
級
か
ら
第
十
四
級
）に
支
給
さ
れ
ま
す
。

給
付
金
の
支
給
を
受
け
よ
う
と
さ
れ
る
か

た
は
、
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
に

申
請
が
必
要
で
す
。
受
付
け
は
警
察
本
部
か

西
和
警
察
署
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
合
先

奈
良
県
警
察
本
部

犯
罪
被
害
者
支
援
係

０
７
４
２
ー
23
ー
０
１
１
０

（
広
告
）

（
広
告
）

㈱田島設備工業 
上牧町上牧（三軒屋）3399-3

上牧町 上下水道指定工事店 

TEL 0745-77-7206 FAX 0745-77-6765

地域密着あなたの街の水道屋さん！！ 

水まわりの事ならおまかせ下さい！ 
○下水工事○水漏れ・つまり修理○給湯器取替え 
○水廻りのリフォーム　☆低料金・見積り無料 

上
牧
町
既
存
木
造
住
宅
耐
震
改
修

補
助
事
業
（
耐
震
改
修
工
事
補
助
）

こ
の
事
業
は
、
地
震
に
強
い
安
心
で
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
、
昭
和
56

年
５
月
31
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅

の「
耐
震
改
修
工
事
」
の
補
助
を
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象
建
物
（
町
内
で
次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
も
の
）

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た

木
造
住
宅
で
、
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統
的

工
法
及
び
枠
組
み
壁
工
法
で
建
築
さ
れ
た

木
造
住
宅
で
あ
っ
て
、
地
階
を
除
く
階
数

が
３
階
以
下
の
住
宅
耐
震
診
断
に
よ
り
1.0

未
満
と
診
断
さ
れ
た
住
宅

・
50
万
円
以
上
の
耐
震
改
修
工
事
で
耐
震
診

断
結
果
が
1.0
未
満
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
を

1.0
以
上
と
す
る
耐
震
改
修
工
事
ま
た
は
0.7

未
満
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
を
0.7
以
上
と
す

る
耐
震
改
修
工
事

▼
対
象
者

・
当
該
住
宅
の
所
有
者

・
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者

・
工
事
監
理
者
（
１
級
・
２
級
建
築
士
も
し

く
は
木
造
建
築
士
）
を
選
任
で
き
る
方

・
補
助
金
交
付
決
定
後
に
着
手
し
、
原
則
と
し

て
２
月
中
に
改
修
工
事
を
完
了
で
き
る
方

▼
補
助
内
容

※
耐
震
改
修
工
事
に
付
随
し
な
い
模
様
替
え

な
ど
の
改
装
費
や
設
備
工
事
費
、
調
査
費
、

耐
震
診
断
費
、
設
計
費
、
申
請
書
類
な
ど

の
作
成
費
用
、
そ
の
他
直
接
耐
震
改
修
工

事
の
施
工
以
外
の
も
の
は
補
助
の
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

▼
募
集
期
間

11
月
30
日
（
月
）
ま
で

▼
募
集
件
数

３
件
（
先
着
順
）

な
お
、
耐
震
改
修
工
事
の
補
助
を
希
望

さ
れ
る
か
た
は
、
都
市
整
備
課
の
窓
口
に

て
事
前
相
談
後
の
申
請
に
な
り
ま
す
。

▼
問
合
先

都
市
整
備
課

役
場
内
線
２
１
１
番

上
牧
町
文
化
協
会
発
表
会

上
牧
町
文
化
協
会
で
は
、
中
央
公
民
館
展
示
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
作
品
の
発
表
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

☆
11
月
７
日
（
土
）
か
ら
12
月
８
日
（
火
）
ま
で

・
水
墨
画
（
幽
秀
会
）（
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

・
ま
き
の
は
陶
芸
ク
ラ
ブ
（
金
曜
組
）（
陳
列
ケ
ー
ス
）

各
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
お
問
合
わ
せ
は

中
央
公
民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先

中
央
公
民
館

76
ー
３
６
１
０

耐
震
改
修
工
事
費（
※
） 

補
助
金
の
額 

50
万
円
以
上
　
200
万
円
以
下 

20
万
円 

左
の
額
に
0.1
を
乗
じ
た
額 

　
千
円
未
満
の
単
数
は 

　
切
り
捨
て 

30
万
円
【
上
限
】 

200
万
円
超
　
　
300
万
円
以
下 

300
万
円
超 

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　） 
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今月号では感染症の予防についてお話したい

と思います。現在、流行中の新型インフルエン

ザについても従来のインフルエンザ予防と同じ

です。

・せきやクシャミをする時は、鼻や口をティッ
シュで覆ってください。使用したティッシュ

はごみ箱にいれてください。また、マスクを

着用してください。

・特にせきやクシャミの後や帰宅したときに
は、石けん水を使用し、手を頻繁に洗ってく

ださい。アルコールを成分に含んだ手指消毒

薬も効果的です。

・自分や他人の眼・鼻・口に触るのを避けてく
ださい。菌はこの触れた部分から広がってい

きます。

・病気の人との密接な接触は避けましょう。
・もし、インフルエンザにかかったような症状
がある場合は他人を感染させないために、職

場や学校に行かず、他人との接触をできるだ

け少なくすることをおすすめします。

予防対策は、正しいうがい、手洗いが

基本ですのでご紹介します。

*手洗いの方法*
・流水と石鹸で30秒以上かけて洗いましょう。
・てのひら、爪の間もこすります。30秒以上

流水で流しましょう。

・洗ったあとは、清潔なタオルや使い捨ての
ペーパータオルで水分を十分拭き取ります。

*うがいの方法*
喉も手と同じように外の空気に直接さらされ

る部分です。喉は細菌などを体の中に侵入させ

ない働きを持っていることから、驚くほどの細

菌などが付着しています。細菌などを取り除く

ためには適切な方法によるうがいが必要です。

・うがいをしやすい量（約20ミリリットル）の
水やうがい薬を希釈したもの、お茶（お茶に

は殺菌作用があるので意外と効果的です。）

・まず、残った食べ物を取り除く目的で、口
にふくんで強くうがいをします。

・次に、上を向いて、喉の奥まで
液が回るように15秒程度うが

いします。

・これを何回か繰り返します。

ス
リ
ッ
パ
式

布
ぞ
う
り
作
り
教
室
　
　

参
加
者
募
集

今
ま
で
、
布
ぞ
う
り
を
新
た
に
改
良

し
た
靴
下
を
履
い
た
ま
ま
で
も
冬
場
の

室
内
履
物
と
し
て
利
用
で
き
る
と
考
え

た
の
が
ス
リ
ッ
パ
式
の
布
ぞ
う
り
で

す
。
作
り
方
の
指
導
は
「
す
こ
や
か
サ

ポ
ー
タ
ー
会
員
」
が
行
い
ま
す
。

次
の
日
程
で
教
室
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
と
　
き

11
月
24
日
（
火
）・
25
日
（
水
）
の
二
日

間
　
午
後
１
時
よ
り
（
二
日
間
と
も

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

▼
と
こ
ろ

２
０
０
０
年
会
館
　
保
健
指
導
室

▼
募
集
人
員

二
十
名

▼
持
参
品

着
物
・
シ
ャ
ツ
な
ど
の
古
着
、
は
さ

み
、
二
十
㎝
程
度
の
も
の
さ
し

▼
費
　
用

百
円
（
材
料
諸
費
代
）

▼
申
込
方
法

11
月
２
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
よ
り

電
話
か
生
き
活
き
対
策
課
窓
口
へ

▼
問
合
先

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
２
０
０
０
年
会
館
内
）

①両手の掌をよくこする ②手の甲をこすり洗いする ③次に指先を入念にこする 

④指の間を十分に洗う ⑤親指と手掌をねじ洗いする ⑥手首も忘れずに洗う 

●
感
染
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
●
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●問合先：生き活き対策課 79-2020 2000年会館内

●問合先：生き活き対策課 79-2020
●ところ：2000年会館内

★乳児健康診査
と　き：11月25日(水)

対象者：平成21年６月15日生まれか

ら７月25日生まれ。

★３歳児健康診査
と　き：11月26日（木)

対象者：平成18年５月23日生まれか

ら６月26日生まれ。

★ポリオ
と き：12月２日（水)

午後１時30分から２時30分まで。

対象者：生後３ヶ月から７歳６ヶ月未

満でまだ二回接種していないかた

持参品：母子健康手帳、印鑑、予診票

昭和50～52年生まれの

成人ポリオも同時にしています。

費　用：自己負担金1,000円

持参品：印鑑と生年月日のわかる保

険証、免許証など（当日、会場で

同意書と予診票を記入していただ

きます。）母子健康手帳をお持ちの

方は持参してください。お持ちで

ない方は接種済証をお渡しします。

※発熱者、下痢しているかた、妊娠

しているかたは接種できません。

★乳幼児相談
と き：

11月10日（火）

午後１時30分から３時まで受付

11月27日（金）

午前９時から11時までと

午後１時30分から３時まで受付

（計測は特別な場合を除いて月１回

とします）

対象者：就学前までの乳幼児

持参品：母子健康手帳

★成人健康相談
と　き：11月13日（金)

糖尿病・高血圧・高脂血症・禁煙

等の相談【要予約】

と　き：11月27日（金)

上記以外の相談

午前９時から11時30分までと

午後１時30分から４時まで受付

午後１時から１時30分まで受付

（健診開始は午後１時30分より）

感
染
防
止
の
た
め
、

各
種
行
事
を
中
止

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
が

広
ま
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
予

定
し
て
い
る
町
・
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ

主
催
の
行
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
予
防
の

た
め
、
次
の
行
事
を
中
止
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
大
会

10
月
24
日
（
土
）
第
三
小
学
校
体
育
館

11
月
15
日
（
日
）
上
牧
小
学
校
体
育
館

11
月
21
日
（
土
）
第
二
小
学
校
体
育
館

◎
第
二
十
九
回
町
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

11
月
10
日
（
火
）
中
央
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

◎
第
十
回
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

11
月
11
日
（
水
）
健
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

◎
高
齢
者
体
力
測
定

11
月
24
日
（
火
）
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど

プ
レ
イ
ル
ー
ム
利
用
日
に
つ
い
て

時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
で
す
。

11
月
25
日（
水
）・
26
日（
木
）・
12
月
２
日（
水
）

の
午
後
は
、
健
診
な
ど
で
混
み
合
い
ま
す
。

★乳がん・子宮がん検診
と　き：11月18日（水)

乳がんか子宮がんどちらかを検診

①午後１時から１時30分②午後２

時30分から３時まで受け付け。

乳がんと子宮がんの両方を検診

午後１時30分から２時30分まで

対象者：

（乳がん検診）40歳以上で誕生の

年が西暦奇数年生れのかた

（1969年12月31日以前に生れたかた）

（子宮がん検診）20歳以上で誕生

の年が西暦奇数年生れのかた

（1989年12月31日以前に生れたかた）

検査法：

（乳がん）視触診とマンモグラフィー

（子宮がん）頚部細胞診と内診

定　員：（乳がん） 50名先着順

（子宮がん）100名先着順

費　用：自己負担金1,000円（75歳

以上のかたは500円です。生活保

護世帯のかたは自己負担金免除申

請を生き活き対策課窓口で行って

ください）

申し込み方法：

11月５日（木）の午前８時30分から

電話か生き活き対策課窓口へ。

ＦＡＸでの申し込みは受け付けてお

りません。
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消費生活相談：電話･面談とも毎週火曜日の午後1時～4時／2000年会館／ 79ー2020
１月より相談場所が役場１階相談室に変わります。

消費生活相談員

山口 知香

こ
れ
ま
で
は
、
製
品
を
指
定
し
て
技
術
基
準

を
定
め
、
製
造
・
輸
入
業
者
は
適
合
し
た
製
品

の
み
を
出
荷
し
、
販
売
業
者
等
が
適
合
表
示
の

あ
る
製
品
の
み
を
販
売
す
る
と
い
う
形
式
を
と

っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ガ
ス
瞬
間
湯
沸
器

な
ど
に
よ
る
死
亡
事
故
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

製
品
出
荷
後
も
製
品
の
安
全
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
と
い
う
判
断
の
も
と
、「
製
品
事
故
情
報

報
告
・
公
表
制
度
」
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
製
品
の
経
年
劣
化
で
起
き
る
事
故
を
防
ぐ

た
め
に
、「
長
期
使
用
製
品
安
全
点
検
・
表
示
制

度
」
も
本
年
４
月
１
日
か
ら
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

「
長
期
使
用
製
品
安
全
点
検
制
度
」
と
は

購
入
当
初

は
正
常
に
作

動
す
る
製
品

で
も
、
長
期

間
の
使
用
に

伴
っ
て
生
じ

る
劣
化
が
原

因
で
製
品
事

故
が
起
こ
る

事
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
対

策
と
し
て
設
立
さ
れ
た
の
が
「
長
期
使
用
製
品

安
全
点
検
制
度
」
で
す
。

こ
れ
は
、
登
録
さ
れ
た
所
有
者
へ
点
検
時
期

を
知
ら
せ
、
点
検
を
促
す
こ
と
で
事
故
を
防
止

す
る
た
め
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
で
は
、「
特
定

保
守
製
品
」
と
し
て
対
象
製
品
九
品
が
指
定
さ

れ
ま
し
た
（
表
１
）。

「
特
定
保
守
製
品
」
を
購
入
し
た
ら

①
販
売
者
か
ら
点
検
制
度
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
る

②
製
品
に
同
封
さ
れ
て
い
る
所
有
者
票
を
メ
ー

カ
ー
に
返
送

③
点
検
時
期
が
来
た
ら
メ
ー
カ
ー
か
ら
通
知
が
届
く

④
メ
ー
カ
ー
に
点
検
を
依
頼
し
、
点
検
を
受
け

る
（
有
料
）

こ
の
よ
う
な
手
順
に
よ
っ
て
、
メ
ー
カ
は
、

ど
の
消
費
者
が
特
定
保
守
製
品
を
所
有
し
て
い

る
の
か
を
把
握
し
ま
す
。
点
検
を
忘
れ
る
こ
と

な
く
受
け
る
た
め
に
、
特
定
保
守
製
品
（
図
１
）

を
購
入
し
た
ら
、
必
ず
所
有
者
票
を
メ
ー
カ
に

送
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
長
期
使
用
製
品
安
全
表
示
制
度
」
も

創
設
さ
れ
ま
し
た
。

重
大
な
事
故
の
発
生
率
は
高
く
な
い
も
の
の
、

事
故
件
数
が
多
い
製
品
に
つ

い
て
リ
ス
ク
の
注
意
喚
起
な

ど
の
表
示
を
義
務
化
す
る

「
長
期
使
用
製
品
安
全
表
示

制
度
」
も
本
年
４
月
１
日
に

で
き
ま
し
た
。
対
象
電
気
用

品
と
し
て
五
品
目
が
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
（
表
２
）
。
こ

れ
ら
の
製
品
は
、
本
体
に
、

製
造
年
・
設
計
上
の
標
準
使

用
期
間
・
経
年
劣
化
に
つ
い

て
の
注
意
喚
起
表
示
が
入
り

ま
す
（
表
３
）。

必
ず
保
守
点
検
を
受
け
ま
し
ょ
う

購
入
し
た
製
品
の
安
全
を
確
保
す
る
の
は
、

使
用
者
自
身
で
あ
る
と
い
う
意
識
が
大
切
で
す
。

特
定
保
守
製
品
を
購
入
し
た
際
に
は
、
必
ず
所

有
者
票
を
返
送
し
、
所
有
者
登
録
を
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
点
検
時
期
に
は
必
ず
点
検
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
今
月
号
の
広
報
紙
に
折
り
込
ん
で

い
る
「
長
期
使
用
製
品
安
全
点
検
・
表
示
制
度
」

に
関
す
る
カ
タ
ロ
グ
も
よ
く
読
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。
何
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
消

費
生
活
相
談
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か
長
期
使
用
製
品
安
全
点
検
・
表
示
制
度

（表1）点検制度の対象商品 

（図1）特定保守製品表示例 

●屋内式ガス瞬間湯沸器 
（都市ガス用及びLPガス用） 

●屋内式ガスバーナー付ふろがま 
（都市ガス用及びLPガス用） 

●石油給湯機 

●石油ふろがま 

●FF式石油温風暖房機 

●ビルトイン式電気食器洗機 

●浴室用電気乾燥機 

　　　　　　　　　計９品目 

特定保守製品 

1.　特定製造事業者等名 
　　株式会社○○○ 
　　～県～市○○ 
 
2.　製造年月　20××年××月 
 
3.　製造番号　××××-×××××× 
 
4.　設計標準使用期間　△△年 
 
5.　点検期間　20××年××月～20××年××月 
 
6.　問合せ連絡先 
　　株式会社○○○　お客様相談センター 
　　0120-××-×××× 

（表2）表示制度の対象製品 

（表3）製品への表示例（ヨコ書き） 

●扇風機　　●エアコン 
●換気扇　　●洗濯機　　●ブラウン管テレビ　計５品目 

【製造年】　20××年 
【設計上の標準使用期間】　00年 
　設計上の標準使用期間を超えて使用されますと、経年劣化 
　による発火・けが等の事故に至るおそれがあります。 
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新 刊 紹 介

●
は
図
書
館
の
休
館
日

図書館通信

小さな生きものたちの不思議なくらし
甲斐信枝著・福音館書店

植物や虫につい
ての絵本を多数
描き続けてきた
著者が、身近な
自然の豊かさや
優しさ、厳しさ
について語りま
す。著者の絵本
から収録した美
しいさし絵も見
所です。

その源流をたずねて世界の三猿
飯田道夫著・人文書院

中国新聞に2007
年から10代のジ
ュニアライター達
が平和をテーマ
に記事を書く「ひ
ろしま国」という
特集が掲載され
ています。
その50号分のダ
イジェスト版をま
とめた本です。

見ざる・聞かざ
る・言わざる、
日本国有のこと
わざとと思われ
ていそうですが、
実は世界各地で
見受けられるそ
うです。
様々な三猿を紹
介し、そのルー
ツを検証してい
ます。

カモシカとしょかん
魚瀬ゆう子著・桂書房

ある日、図書館
にトコトコやっ
てきたのは、一
頭の日本カモシ
カでした。図書
館の中を歩きま
わるカモシカの
姿は、とてもユ
ーモラスです。
そんな実話をも
とに生れた絵本
です。

●図書館休館日：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）･毎月末日（その日が、休館日にあたる時はその翌日も休館）･年末、年始（12／27～１／5） 0745－78－9903

低燃費と乗りやす
さで50年間愛さ
れてきたオートバ
イ。業務用のイメ
ージがあります
が、こんな趣味に
も使えます。
ゆっくりと楽しむ
旅や人との出会い
を綴った紀行文で
す。

10代がつくる平和新聞ひろしま国
中国新聞社編・明石書店

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

１
２

３

4

５

６

７

8

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

11月

●買い物は県内で！ たばこは町内で買いましょう。

★11月のお話会ピーターパン★

17日（火）は
午前10時30分から。

14日（土）・28日（土）は
午後２時から。

本・ＡＶ資料は期限内に
返却しましょう。

（
広
告
）

中古車　廃車・買取・損害保険 

(有)グローバル通商 
北葛城郡上牧町服部台1-8-16-1
TEL 0745-78-2961 
FAX 0745-78-2968
E-mai l :g lobal@m4.kcn.ne. jp 
自動車商許可　No. 641170000353

廃車買取 

自賠責保険 

車引取り～抹消登録まで手数料すべて無料！ 
更に、以下の価格で買取ります！ 

・2001cc以上　￥10,000　・1401cc～2000cc　￥5,000 
・1400cc以下　￥　3,000　・軽自動車　　　　　　　￥1,000
上記価格に関係なく、査定のつく良質車は高く買取ります！ 

保険期間過ぎてませんか？　特にバイクは要注意！ 
当店は24時間申込受付！ 

（
広
告
）

（
広
告
）

平日 AM9：30～PM8：30（土日祝は事前予約により対応可） 

広陵町中154-5 TEL：57-0666

徳田司法書士事務所 徳田司法書士事務所 

多重債務の相談 

・破産 

・個人再生手続 

・任意整理 

・過払金回収　など 

その他各種法律相談 

（初回相談料無料） 

不動産の登記 

・売買や贈与 

・建物新築 

・住宅ローンなど 

相続に関する相談 

・遺言 

・遺産分割　など 

司法書士　徳田　勲 

セレモニー琴 

公営斎場での 
お葬式は 
お任せ下さい。 

公営斎場での 
お葬式は 
お任せ下さい。 

株式会社 
セレモニー琴 TEL0743-57-8333 0120-510-609

コ　ト　で　ト 　オ　ロ　ク 

お気軽にご相談ください。 

年中無休 
24時間受付 

検索 

SEIKAEN

イオン特約葬儀社 

日本全国スーパーカブの旅
斎藤政喜著・小学館

シェルパ齊藤のリッター60kmで行く！
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世帯数...................9,650 ( +１)

男　性................11,685 (－８)

女　性................12,761 (－４)

合　計 ................24,446 (－12)
（ ）は前月比
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日
現
在

《ご案内》

＊町の木 ＊町の花

本紙は再生紙を使用しております。

●法律相談
☆上牧町主催（偶数月に開催）
担　当：弁護士

と　き：2・4・6・8・10・12月の第一水曜日

午後１時～４時

ところ：2000年会館

定　員：先着申込順６名

内　容：各種法律問題全般

申込・問合先：

役場秘書課へ電話で申し込んでください

76ー1001 役場内線298番

☆中南和法律相談センター（奇数月に開催）
担　当：弁護士

と　き：1・3・5・7・9・11月の第二金曜日

午後１時～４時

ところ：2000年会館

定　員：先着申込順６名

内　容：各種法律問題全般

申込・問合先：

奈良弁護士会へ電話で申し込んでください

0742ー22ー2035（相談日の１週　

間前の午前９時30分から申込受付。

当日の申し込みは出来ません）

●行政相談
担　当：行政相談委員

と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時

ところ：2000年会館

内　容：役所の仕事について全般

問合先：秘書課　 役場内線222番

●人権相談
担　当：人権擁護委員

と　き：毎月第二金曜日　午後１時～４時

ところ：2000年会館

内　容：人権問題全般

問合先：福祉課　 役場内線145番

●消費生活相談
担　当：消費生活相談員

と　き：毎週火曜日

午後１時～４時（祝日は除く）

ところ：2000年会館（１月より役場に変わります）

内　容：消費生活問題全般・多重債務問題

問合先：秘書課　 役場内線222番

●教育相談
担　当：学校指導主事

と　き：毎週火曜日　午後１時30分～４時

相　談：電話による相談　 役場内線119番

内　容：教育問題全般

問合先：教育総務課　 役場内線119番

●スクールカウンセラー教育相談
担　当：スクールカウンセラー

ところ：上牧中学校

と　き：毎週金曜日午前11時30分～午後５時

上牧中学校　 76ー5479

内　容：教育問題全般

問合先：教育総務課　 役場内線119番

◆上牧町ホームページ◆
・http://www1.ocn.ne.jp/~kanmaki/
・Eメール kanmaki＠plum.ocn.ne.jp
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